
平成３１年度 第６３回 京都市立七条中学校入学式 式辞  

 

下京区の町並みが、春の装いを一段と増してきたこの佳き日に、京都市立七条中学校第６

３回入学式を、ご来賓の皆様、保護者の皆様そして、在校生のみなさんの祝福を受けて、盛

大に挙行できますことを皆様方と共に慶びたいと思います。  

 ご来賓の皆様には、本日の入学式にあたり、公私共に、ご多忙の中、新入生の祝福のため

にご臨席を賜り、高いところからではございますが、厚くお礼を申上げます。今後の成長を

暖かく見守ってくださいますようお願い申しあげます。  

今年度は、１３９名の新入生が入学いたしましたことを、ここに謹んでご報告致します。  

 

 さて、新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。いよいよ中学生ですね。本校は、

創立６３年目を迎えます。先輩たちが築いてこられた、その輝かしい歴史と伝統を受継ぐ新

しい仲間を、今日こうして迎えることが出来たこと、心より嬉しく思います。今、本校では

「みんなが誇りに思える七条中学校をつくろう」をスローガンに様々な活動に取り組んでい

ます。皆さんが、これまで小学校のリーダーとして培ってきた力を存分に発揮しながら、先

輩方と力を合わせ、新たな七条中学校を創っていってくれることを楽しみにしています。  

  

ここで、私からは、皆さんのこれから３年間の中学校生活が、楽しく、充実したものにな

りますように、三つのことを提案します。  

 

まず一つ目、自分から進んであいさつをしてください。皆さんの先輩に「七条中学校の自

慢は何ですか？」と尋ねると、「本校の自慢はあいさつです」と答える人がたくさんいます。

現在、社会の変化は加速度を増し、将来、皆さんが大人となって生きていく社会は、予測が

困難であるとも言われています。しかし、社会の有り様がどのように変化したとしても、社

会の基盤となるものは人と人とのつながりです。気持ちの良いあいさつは人と人とのコミュ

ニケーションの基本です。気持ちの良いあいさつを徹底して続けることは、私たちの未来を

より良いものへと創りあげる基礎になっていくはずです。まずは、自分から進んで気持ちの

良いあいさつが出来る七中生になってください。  

 

二つめ、何でも相談してください。皆さんの周りには、助けてくれる人が沢山います。子

どもから大人への第一歩を踏み出す中学校の生活には多くの喜びもありますが、同時に多く

の困難も待ち構えていることでしょう。中学生になると本当にいろいろな悩みが出てきます。

誰でも悩みます。自分だけで解決出来ないことが沢山あります。自分だけで悩まないでくだ

さい。そのために家族がいます、友だちがいます、そして先生方がいます。担任の先生・教

科の先生・部活動の先生・保健室の先生・事務職員さん・管理用務員さん、中学校には相談

出来るスタッフが沢山います。何でも相談してください。私たち七条中学校のスタッフは、

全力で皆さんの新しい生活をサポートします。  

 



 三つ目、失敗や挫折を恐れず、いろいろなことにチャレンジしてください。チャレンジす

ると、きっと上手くいかないこともあるでしょう。と言うより、人生は上手くいかないこと

の方が圧倒的に多いのです。それでも、毎日の勉強や、学校行事や部活動などの中で、積極

的にチャレンジしましょう。たとえ成功しなかったとしても、一生懸命頑張った道のりが自

分を成長させてくれます。何も行動を起こさなければ失敗はしません。でもそこに成長はあ

りません。「自分の可能性」を信じ、決してあきらめずにチャレンジを続けていく皆さんの姿

を楽しみにしています。  

 

 ここで、保護者の皆様に、お子様のご入学のお祝いを申し上げます。本日より、三か年の

間、皆様の大切なお子たちをお預かりします。中学生の時期は、「子どもから大人」へと著し

く成長し、心の発達とからだの発達のアンバランスが生じ、指導が一番難しい時期だと言わ

れています。また、めまぐるしい勢いで変化し続けている現在の社会状況も、子育てに難し

い影響をもたらしています。教育は、学校・家庭・地域が一体になって初めてその効果をあ

げることができますが、 その連携が今後ますます必要になってまいります。ご家庭や地域の

皆様のご理解とご支援・ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

さて皆様、七条中学校は、これまで６２年間にわたり、この地で、地域の学校としての伝

統を築いて参りました。ソサイエティ 5.0、経済のグローバル化や人工知能の急速な進化と

いった社会的変化が、人間の予測を超えて進展するようになってきている今、私どもは、改

めて本校の教育を振り返り、良き伝統や校風を固持しつつ、新しい未来を創造する子どもた

ちの学びの場としてふさわしい「地域と共にある学校づくり」に取り組んで参りたいと存じ

ます。  

 本校に学ぶ誇りと自信を、新入生のみならず、すべての生徒と教職員が胸に刻み、教育活

動の充実に向けて努力することをお約束し、ここに私の式辞といたします。  
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